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「
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
生

活
を
心
が
け
よ
う
」
と
言
葉
に

す
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
実
際

に
何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
？

　
「
環
境
問
題
」
を
難
し
く
考

え
る
の
で
は
な
く
、
日
々
の
生

活
の
中
で
、「
私
た
ち
が
地
球

環
境
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は

何
だ
ろ
う
？
」
と
意
識
す
る
と
、

い
ろ
ん
な
ｅ
ｃ
ｏ
が
見
え
て
く

る
は
ず
で
す
。
皆
さ
ん
の
家
庭

か
ら
環
境
に
も
家
計
に
も
や
さ

し
い
取
り
組
み
を
〝
ち
ょ
こ
っ

と
〟
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
？ 

●
日
時　

３
月
２６
日（
土
）午
前

１０
時
～
正
午（
受
付
は
３０
分
前

か
ら
開
始
）

●
場
所　

本
庁
舎
大
会
議
室（
ホ

ー
ル
棟
２
階
）

●
内
容　

う
つ
く
し
ま
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
推
進
員 

新
山

敦
司
氏
に
よ
る
講
演

●
参
加
料　

無
料

　 

　 

環
境
課 

環
境
推
進
係

☎（
２４
）５
２
６
１

問

申 イ
ベ
ン
ト

市勢映像DVD  好評発売中  １枚400円　問 申 企画調整課 秘書広報室☎（24）5206

補助・助成
　県では、平成28年度に実施する地域づくり事業への補助の募集を行っています。あらかじめご相談
のうえ、申請してください。

対象事業 補助先 補助率 限度額

一般枠 広域的、先駆的、
モデル的な事業

地域づくり団体、実行委員会
など 3分の2以内 500万円

過疎・中山間地域
集落活性化枠

集落活性化に関す
る事業全般

集落等（行政区、自治会、町
内会など、以下同じ） 5分の4以内 500万円

集落等と協定を結んだ団体 3分の2以内 500万円

集落再生に関する
計画づくり 集落等 10分の10以内 30万円

地域資源事業化枠

里山経済活性化事
業（農産物の6次化
など、地域資源を
活用する事業）

集落等 5分の4以内 1,000万円

集落等と協定を結んだ団体 3分の2以内 1,000万円

里山経済活性化計
画策定事業

集落等、集落等と協定を結ん
だ団体 10分の10以内 30万円

募集期間
第2次募集　4月20日（水）~5月9日（月）
地域資源事業化枠については随時募集となりますが、予算内での採択となるた
めお早めにご相談ください。

問 申 福島県会津地方振興局 地域づくり・商工労政課　☎0242（29）5292

福島県地域創生総合支援事業（サポート事業）

問申

環
境
講
演
会

〝
ち
ょ
こ
っ
と
ｅ
ｃ
ｏ
講
座
〟
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「
水
道
水
以
外
の
水（
地
下
水

な
ど
）」
の
み
、
ま
た
は
「
水

道
水
以
外
の
水
」
と
「
水
道
水
」

を
併
用
し
て
い
る
家
庭
で
、
転

入
・
転
出
な
ど
で
世
帯
使
用
人

数
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、

す
み
や
か
に
変
更
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
手
続
き
は
、
一
般
家
庭

で
「
地
下
水
な
ど
」
を
家
事
用

と
し
て
使
用
し
て
い
る
場
合
、

使
用
人
数
に
よ
り
料
金
を
決
定

す
る
た
め
で
す
。

●
変
更
手
続
窓
口　

下
水
道
課

総
務
係（
本
庁
舎
３
階
）

　 
下
水
道
課 

総
務
係

☎（
２４
）５
２
５
０

問

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

下
水
道
使
用
料
に
関
す
る

変
更
の
届
け
出

Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
説
明

会
・
個
別
相
談
会（
無
料
）

塩
川
総
合
支
所 

住
民
課

窓
口
の
一
元
化

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

会
津
よ
り

●
テ
ー
マ　
「
会
津
農
書
」
と

循
環
型
農
業
の
つ
な
が
り
の
視

点
か
ら
、
高
品
質
・
高
収
量
の

農
作
物
栽
培
に
つ
い
て
考
え
る
。

●
日
時　

３
月
２１
日（
月
）午
後

１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

●
場
所　

本
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー

（
ホ
ー
ル
棟
１
階
）

●
講
師　
（
株
）Ｊ
Ｂ
Ｆ
代
表
取

締
役 

小
祝 

政
明
氏

●
演
題　

科
学
的
視
点
か
ら
み

る
＂
生
き
た
＂
土
づ
く
り

●
対
象　

認
定
農
業
者
、
有
機

農
業
者
、
農
業
関
係
機
関
・
団

体
職
員
な
ど

●
参
加
費　

無
料

　 

　 

農
林
課 

農
業
振
興
対
策

室
☎（

２４
）５
２
３
５
ま
た
は
各

総
合
支
所
産
業
課 

農
林
係

問

申

「
会
津
北
部
の
文
化
財
と
観
光
の

可
能
性
」

●
日
時　

３
月
２７
日（
日
）午
前

１０
時
～
正
午

●
場
所　

本
庁
舎
市
民
ロ
ビ
ー

（
ホ
ー
ル
棟
１
階
）

●
内
容　

喜
多
方
特
有
の
蔵
や

ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
と
史
跡
、
長
床
、
熊
野
神

社
の
大
イ
チ
ョ
ウ
、
願
成
寺
、

示
現
寺
、
自
由
民
権
運
動
発
祥

の
地
な
ど
の
歴
史
観
光
素
材
に

改
め
て
注
目
し
「
歴
史
に
向
き

合
う
」
新
た
な
観
光
の
可
能
性

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

●
講
師　

東
洋
大
学
国
際
地
域

学
部
国
際
観
光
学
科
教
授

須
賀 

忠
芳
氏

●
申
し
込
み
不
要
・
入
場
無
料

　 

文
化
課

☎（
２４
）５
３
２
３

問

　

３
月
２８
日（
月
）よ
り
塩
川
総

合
支
所
住
民
課
で
は
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、
塩
川

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て

い
た
保
健
と
障
が
い
の
福
祉
業

務
を
支
所
庁
舎
内
に
移
し
、
窓

口
を
一
元
化
し
ま
す
。

　

毎
年
就
職
率
１
０
０
㌫
を
達

　

集
団
予
防
接
種
で
Ｂ
型
肝
炎

に
な
っ
た
人
と
そ
の
家
族
を
対

象
と
し
た
弁
護
士
に
よ
る
説

明
・
個
別
相
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

●
日
時　

４
月
１６
日（
土
）午
後

１
時
３０
分
～
４
時（
受
付
午
後

３
時
ま
で
）

●
場
所　

厚
生
会
館　

第
３
研

修
室

●
申
し
込
み
方
法　

事
前
に
電

話
で
申
し
込
む
か
、
当
日
会
場

で
受
け
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。

　 

　 

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新

潟
事
務
所

☎
０
２
５（
２
２
３
）１
１
３
０

問

申

文
化
財
講
演
会

農
業
振
興
講
演
会

　

塩
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
事

務
室
に
は
、
職
員
が
不
在
に
な

り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　 

塩
川
総
合
支
所 

住
民
課

☎（
２７
）２
４
０
０

塩
川
総
合
支
所 

住
民
課 

保
健

担
当

☎（
２８
）１
２
５
１

問

成
し
て
い
る
本
校
の
３
つ
の
科

（
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
学
科
、
電

気
配
管
設
備
科
、
自
動
車
整
備

科
）の
魅
力
を
説
明
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

●
日
時　

３
月
２７
日（
日
）午
前

１０
時
～
午
後
０
時
３０
分（
事
前

申
し
込
み
不
要
）

●
会
場　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

会
津（
喜
多
方
市
塩
川
町
御
殿

場
４
―
１６
）

●
内
容　

本
校
概
要
、
各
科
説

明
、
体
験
授
業
、
個
別
相
談

●
対
象　

高
校
生
、
保
護
者
、

既
卒
の
若
者
な
ど

　 

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

☎
０
２
４
１（
２７
）３
２
２
１

問
【
訓
練
生
募
集
！
】

●
訓
練
科
名　

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ

加
工
技
術
コ
ー
ス（
テ
ク
ニ
カ

ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
）

●
募
集
期
限　

４
月
１５
日（
金
）

●
定
員　

１５
人

●
訓
練
期
間　

５
月
１０
日
～
１０

月
３１
日（
６
カ
月
間
）

●
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所

に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る
方

で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま

し
い
と
判
断
さ
れ
た
方
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公
共
交
通
・
高
速
バ
ス

喜
多
方
―
郡
山
線
の
変
更

女
性
活
躍
推
進
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

●
受
講
料　

無
料（
別
途
テ
キ

ス
ト
代
が
掛
か
り
ま
す
）

●
選
考
日　

４
月
１９
日（
火
）午

前
９
時
～

【
施
設
見
学
会
】

（
職
業
訓
練
っ
て
、
な
に
・・・
？
）

●
開
催
日
時　

３
月
２２
日（
火
）、

４
月
１１
日（
月
）、
２５
日（
月
）

各
日　

午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

３０
分（
受
付
午
前
９
時
～
）

●
内
容　

い
ま
ま
で
の
キ
ャ
リ

ア（
職
業
能
力
）に
プ
ラ
ス
し

て
、
新
た
な
技
能
習
得
の
た
め

の
職
業
訓
練
に
つ
い
て
理
解
し

て
い
た
だ
く
説
明
会
で
す
。

※
訓
練
内
容
に
つ
い
て
よ
り
詳

し
く
知
り
た
い
方
は
、
最
寄
り

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
参
加
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

（
訓
練
課
）

☎
０
２
４
２（
２６
）０
５
２
０

問●
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策

定　
　

企
業
は
、
４
月
１
日
ま
で
に
、

①
自
社
の
女
性
の
活
躍
状
況
の

把
握
・
課
題
分
析
、
②
「
一
般

事
業
主
行
動
計
画
」
策
定
・
労

働
局
へ
の
届
出
・
従
業
員
へ
の

●
出
発
時
間
の
変
更（
喜
多
方
→

郡
山
）

①
喜
多
方
営
業
所
発（
月
～
金
）

午
前
６
時
４５
分
→
午
前
６
時
４０

分②
喜
多
方
営
業
所
発（
土
・
日
・

祝
日
）午
前
７
時
２５
分
→
午
前

７
時
２０
分

※
郡
山
駅
前
出
発
の
便
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

周
知
・
外
部
へ
の
公
表
、
③
女

性
活
躍
の
情
報
公
表
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す（
従
業
員
数
が

企
業
全
体
で
３
０
１
人
以
上
の

事
業
主
は
義
務
、
３
０
０
人
以

下
は
努
力
義
務
）。

●
認
定
制
度
の
創
設

　

行
動
計
画
の
策
定
・
届
出
を

行
っ
た
企
業
の
う
ち
、
女
性
の

活
躍
推
進
に
関
す
る
取
組
の
実

施
状
況
な
ど
が
優
良
な
企
業
は
、

労
働
局
へ
の
申
請
に
よ
り
、
認

定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
定
は
、
認
定
基
準
の
５
つ

の
評
価
項
目
の
う
ち
満
た
し
た

項
目
数
に
応
じ
て
３
段
階
あ
り

ま
す
。

　 

福
島
労
働
局 

雇
用
均
等
室

☎
０
２
４（
５
３
６
）４
６
０
９

問

●
乗
降
場
所
の
追
加

幸
町
、
寺
町
角
、
新
町
、
西
四

ツ
谷
北
、
西
四
ツ
谷
駐
車
場
、

西
四
ツ
谷
南
が
追
加
と
な
り
ま

す
。

※
今
ま
で
の
第
二
小
学
校
前
は

廃
止
と
な
り
ま
す
。

●
運
賃　

普
通
運
賃（
片
道
）

大
人
１
４
０
０
円

小
人
７
０
０
円

　

お
得
な
回
数
券
・
定
期
券
も

あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
定
期
券
を
購
入
さ
れ
た
方
は
、

特
典
と
し
て
、
高
速
バ
ス
「
郡

山
→
若
松
」
と
路
線
バ
ス
「
若

松
→
喜
多
方
間
」
の
利
用
券
が

贈
呈
さ
れ
ま
す
。

　 

　 

会
津
乗
合
自
動
車（
株
）

輸
送
管
理
課

☎
０
２
４
２（

２２
）５
５
６
０

ま
た
は
喜
多
方
営
業
所

☎（
２２
）１
１
５
１

問

申

高速バス 喜多方−郡山線運行時刻表
喜多方→郡山 月〜金 土日祝 毎日

乗
車
の
み

喜多方営業所 6：40 7：20 15：00
幸町 6：42 7：22 15：02
寺町角 6：43 7：23 15：03
新町 6：44 7：24 15：04
西四ツ谷北 6：45 7：25 15：05
西四ツ谷駐車場 6：45 7：25 15：05
西四ツ谷南 6：46 7：26 15：06
喜多方警察署前 6：49 7：29 15：09
堂畑 6：51 7：31 15：11
下利根川 6：54 7：34 15：14
塩川グリーンプラザ 6：58 7：38 15：18

降
車
の
み

コパル前 8：00 8：40 16：20
第六中学校 8：02 8：42 16：22
桑野三丁目 8：04 8：44 16：24
郡山女子大学 8：06 8：46 16：26
郡山市役所 8：07 8：47 16：27
安積黎明高校 8：09 8：50 16：30
虎丸 8：11 8：52 16：32
郡山駅前 8：25 9：00 16：40

郡山→喜多方 毎日 毎日

乗
車
の
み

郡山駅前 9：50 17：50
虎丸 9：54 17：54
安積黎明高校 9：55 17：55
郡山市役所 9：58 17：58
郡山女子大学 10：00 18：00
桑野三丁目 10：02 18：02
第六中学校 10：04 18：04
コパル前 10：06 18：06

降
車
の
み

塩川グリーンプラザ 11：08 19：08
下利根川 11：12 19：12
堂畑 11：15 19：15
喜多方警察署前 11：17 19：17
西四ツ谷南 11：20 19：20
西四ツ谷駐車場 11：20 19：20
西四ツ谷北 11：21 19：21
新町 11：22 19：22
寺町角 11：23 19：23
幸町 11：24 19：24
喜多方営業所 11：30 19：30

お詫びと訂正 地域防災計画（概略版）
　2月1日に配布しました冊子に誤りがあり
ました。お詫びして訂正します。

P6 避難場所（一時避難場所）･避難所一覧表

誤　８豊川小学校 洪水○ 崖崩れ× 地震○
↓

正　８豊川小学校 洪水× 崖崩れ○ 地震○
問 生活防災課 消防防災係☎（24）5221問
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■マイナンバーが必要となる手続きの例
○住民票の異動

・転入、転出、転居
○次に掲げる事務の一部

・国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療
・母子健康手帳、児童手当、子ども医療費
・市民税、固定資産税、軽自動車税
・市営住宅　　　　　　　　　　　　　　など
■手続きのため市役所にお越しになるときは、

・マイナンバー「通知カード」と運転免許証な
どの「本人確認書類」または「マイナンバー
カード」をお持ちください。

マイナンバー （個人番号）
の利用が始まりました

　春の山菜採りで山に入る時は、クマと
出会わないようにご注意ください。
○クマの出没状況を確認し危険な場所に
　近づかない。
○クマ鈴、笛、ラジオなど大きな音が出
　るものを持つ。
○悪天候の日は、視界が悪くなるので特
　に注意する。
○子グマを見たらそっと立ち去る。
○クマの糞や足跡を見つけたら引き返す。
○周囲の様子に注意を払い、笹やぶなど
　周囲が見渡せない場所には不用意に入
　らない。
○食べ物やごみは山に捨てずに必ず持ち
　帰る。
※クマやその痕跡を見かけたら情報提供
　をお願いします。
問 環境課 環境推進係☎（24）5261
または各総合支所 住民課 市民サービス班

冬眠明けのクマに
注　意

問

「その電話詐欺かも!?」なりすまし詐欺が急増中!!
県内では「なりすまし詐欺」が急増しています。次のチェックリストでもう一度確認しましょう。

最近の手口の特徴です。チェックリストで確認!!（一つでも当てはまれば “サギ” です）

□　社会保険事務所から「医療費の還付金がある。通帳と携帯電話を持ってATMに行ってほしい。」
□　息子や孫から「バッグを落としたので、お金が足りない」「会社のお金を使い込んだのが見
　　つかったため弁償する」「不倫相手を妊娠させて慰謝料が必要」などの電話連絡があってお
　　金を要求された。
□　警察官から「金融機関が個人情報を横流ししており、
　　あなたの口座が危ないので、全額下ろした方がいい」と言われた。
□　警察官からキャッシュカードの暗証番号を聞かれた。
□　業者から「名義を貸して」「あなたの名義で買った」と言われた。
□　メールや電話などで有料サイトの料金未払いの請求がきて
　　「支払わないと法的手続きをとる」と言われた。
□　現金をレターパックや宅配便で送るように言われた。

　電話の声だけでは、相手は見抜けません。相手の話を信じる前に、家族や警察または市役所に
相談しましょう。

問 喜多方警察署☎（22）5111　生活防災課☎（24）5221または各総合支所住民課問


